
 

演 題 

10 世紀後半～11 世紀代の 

秋田城と出羽北半の地域支配 
秋田市立秋田城跡歴史資料館  神田和彦 氏 

要 旨： 
最北の古代城柵官衙遺跡・秋田城は、10 世紀後半以降は遺構・遺物が不明瞭とな

ることが分かっている。12 世紀末～16 世紀代の遺構は、地点を変えながら確認さ

れているものの、10 世紀後半～11 世紀代は現状で「空白の時代」である。しか

し、「出羽城介」が文献史料でみられ、秋田城が依然として地域支配の拠点として

存在していたと考えられる。そこで本発表では、断片的な資料を改めて検討し、10

世紀後半～11 世紀代の秋田城の利用状況について整理し、出羽北半の古代集落遺跡

等の様相を参照しつつ、当該期の秋田城と出羽北半の地域支配について考えたい。 

※第 82 回に引き続き、第 83 回例会「陸奥国北半における 10 世紀後半以降の

地域支配」（西澤正晴氏）を開催し、最後に 30 分程度意見交換を行います。

全体の終了めどは 16：30です。 

 ・会場参加のかたは、事前の申し込みは不要です。 

・Zoom 参加を希望されるかたは、7 月 10 日（木）までに下記連絡先までメールにてお申

し込みください。（ただし、視聴のみとなります。） 

【連絡先】 岩手大学平泉文化研究センター事務局 

〒 020-8550                     Fax  019－621－6529  
  盛岡市上田三丁目 18－33                  E-mail chs@iwate-u.ac.jp 

                                                   


